
（月報８月号 業界の動き） 

 自動車～転機を迎えるわが国自動車メーカーのディーゼルエンジン開発 

 わが国自動車メーカーが、国内向けディ

ーゼルエンジン乗用車（以下、ＤＥ車）の

車種数削減を進めている。ここにきて、各

社とも、ＲＶ車のＤＥ搭載モデルを相次い

で廃止しているほか、セダン系でも順次Ｄ

Ｅ車を削減していく意向を表明している。 

 これは、ＤＥ車の国内需要が急減してい

る（図）ために他ならない。わが国では、

一般ドライバーの走行距離が短く、ＤＥ車

の燃費の良さが大きな利点とはなりにくい

とあって、騒音や振動などの欠点が強調さ

れがちであったうえ、ここ数年は、排ガス

中の有害物質が多い点が問題視されたこと

から、需要減少に拍車が掛かったのである。 

 しかしながら、海外や将来の市場をみる

と、足許の国内ＤＥ車市場の縮小とは裏腹

に、この先ＤＥ開発の重要性は、むしろ高

まっていく可能性が高いとみられる。 

まず、欧州市場での拡販にはＤＥ車の投

入が不可欠となっている。元々、同市場で

は、一般ドライバーの走行距離が長いうえ

に燃料費も割高なことから、燃費の良いＤ

Ｅ車への潜在的なニーズが高い。そうした

状況下、90 年代後半以降、技術革新によ

り騒音や振動などの問題が大幅に改善して

きたことを受けて、ＤＥ車の販売台数が急

速に伸びている。 

さらに、長期的にみれば、日米市場でも

ＤＥ車の需要が拡大に転じる展開が予想さ

れる。今後は、排ガス浄化技術の進歩によ

って、ＤＥ車の排ガスは現行のガソリンエ

ンジン車並みにクリーン化が進む一方、各

国とも、地球温暖化の防止に向けてＣＯ２

の排出量削減を迫られることになる。この

ため、燃費が良くＣＯ２の排出量が少ない

ＤＥ車は、ＣＯ２削減を推し進める手段の

ひとつとして急浮上してくることが充分想

定される。 

 一方で、ＤＥ開発の技術・資金面でのハ

ードルは、一段と高くなろう。今後、ＤＥ

車を販売するには、段階的に強化される排

ガス規制をクリアーしていくために、様々

な排ガス浄化技術の研究開発を同時並行で

進めていかなければならず、多大な開発投

資が必要となる。このため、生産台数を増

やして１台当たりの開発費を低減させるこ

とが欠かせないが、わが国メーカーの場合、

欧州市場で大量のＤＥ車を販売する欧州メ

ーカーに生産台数で大きな差をつけられて

おり、一朝一夕にキャッチアップを果たす

ことは難しい状況となっている。 

 今後、各社では、ＤＥ開発も競争力を左

右するポイントになるとみられるだけに、

他社との提携も含め開発力強化に向けた取

り組みが求められよう。(7.17 松岡 純一) 
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図：わが国のディーゼル乗用車需要の推移
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